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基本構想

基本
構想

基本
計画

実施
計画

町の特性をふまえ、まちづくりの基本理念や将来像、その実現に向けた分野別ビ
ジョン等を示します。
計画期間は、令和６年度（2024）から令和13年度（2031）までの８か年とし
ます。

基本構想における分野別ビジョンの実現に向けて、取り組むべき施策
を示し、各施策の現状と課題を捉え、施策の推進に向けて必要な重
点プロジェクトを設定し、施策間連携を図りながら取り組みます。
計画期間は、４か年を１期とし、令和６年度（2024）から令和
９年度（2027）を前期、令和10年度（2028）から令和13年度
（2031）を後期とします。

基本計画に示された各施策及び重点プロジェクトに
基づき、主要な事務事業を示し、事務事業の財政
的な見通し、実施年度等を明らかにします。計
画期間は４か年とし、毎年度ローリング方式
で行政評価制度の評価結果等に基づいて見
直しを行います。

計画の構成と期間１.
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共創の
まちづくり

魅力と
特性を活かす
まちづくり

持続可能な
まちづくり

住民の幸せ
ウェルビーイング

共創の
まちづくり

持続可能な
まちづくり

魅力と特性を
活かすまちづくり

　住民の幸せの向上を図るため、「第５次総合計画」をふまえて、まちづくりを進める上で大切にすべき
３つの基本理念を設定します。

　「第５次総合計画」において推進してきた「協
働のまちづくり」をさらに進め、地域の課題解
決のため、地域・事業所・教育機関等と連携
した共創によるまちづくりを推進します。また、
多様性を認め合い、誰もが健やかでいきいき
と暮らせるまちづくりを推進します。

　環境問題が深刻化するなかで、町の平地
林をはじめとする緑や継承されてきた循環型
農業の伝統を活かし、地球規模の課題へと取
り組みます。また、少子高齢化や人口減少を
見据え、切れ目のない支援体制の充実や生
活利便性の向上に取り組み、子どもから高齢
者まで安心して便利に暮らし続けられるまち
をめざします。

　町の魅力である豊かな緑や地域で受け継が
れてきた文化・伝統を継承し、誇りや愛着を
もって暮らせるまちを受け継いでいきます。ま
た、将来にわたって幸せに暮らせるまちを実現
する視点から、特性を活かした地域産業の振
興を図ります。　

基本理念2.

１

２

３
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将 来 像

共 に 創 ろう
ひと・まち・みどりが

つながる

幸 せ のまち
　ウェルビーイング

　３つの基本理念に基づき、８年後の将来あるべき姿として次のとおり将来像を設定します。

　社会が急速に変化するなかで、物質的な豊かさよりも、こころの豊かさを高めていくことが重視され
る時代を迎えています。
　まちづくりには、「ひと」が不可欠です。異なる立場や背景、個性を持つ人々がともに生きる地域社会
では、支えあいながら自分らしく生き、笑顔で元気に暮らせるまちづくりを実現する必要があります。
人のつながりが、新たな動きを生み、幸せの輪を広げます。
　また、将来にわたって幸せに暮らせる「まち」を実現するために、特性を活かした活気ある地域産業、
社会や環境の変化に対応し、デジタルの力を活用して誰一人取り残さない安全安心で利便性の高いま
ちをめざす必要があります。
　平地林や三富新田に代表される豊かな「みどり」は、自然と都市機能が調和した未来につながる財産
になります。また、歴史・文化を継承することは、先人たちの想いを次世代につなげ、「三芳らしさ」を
創り出す魅力にもなります。
　この将来像には、三芳町だからできるさまざまな「つながり」が、未来に前進させる新たな力を生み
出し、町の魅力を高め、愛着心をはぐくみ、住民のウェルビーイングが実感できるまちづくりを推進し
ていくという思いを込めています。

将来像3.
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　「三芳町人口ビジョン（改訂版）」においては、町の持続可能な発展に向けて、人口の将来展望※につ
いて令和42年（2060）に32,000人程度を想定しています。将来展望の実現に向けては、移住・定住
施策を推進するとともに、人口減少社会のなかで一人ひとりが自分らしく活躍できる地域づくりを通し
て、持続可能で活力あるまちを実現することとしています。

　本計画においては、今後の人口構成の変化を見据えた人口フレームに基づいた適切な施策の推進を
図ります。なお、人口ビジョンが示す将来展望の計画期間中における人口の想定は以下のとおりです。

（人）

0

10,000

20,000

30,000

40,000 65歳以上

15～64歳

0～14歳

令和
4年
2022 年

4,419人

22,554人

10,834人

総人口
37,807人
総人口
37,807人

令和
6年
2024 年

4,507人

22,846人

10,991人

38,344人38,344人

令和
９年
2027 年

4,383人

22,695人

11,264人

38,342人38,342人

令和
13年
2031 年

4,073人

21,965人

11,687人

37,725人37,725人

推計人口
令和４年（2022）
実績値

令和６年（2024）
推計値

令和９年（2027）
推計値

令和13年（2031）
推計値

年
齢
別
人
口
構
成

総人口（人） 37,807人 38,344人 38,342人 37,725人

0 ～ 14歳 4,419人 4,507人 4,383人 4,073人

構成比 11.7％ 11.8％ 11.4％ 10.8％

15 ～ 64歳 22,554人 22,846人 22,695人 21,965人

構成比 59.7％ 59.6％ 59.2％ 58.2％

65歳以上 10,834人 10,991人 11,264人 11,687人

構成比 28.7％ 28.7％ 29.4％ 31.0％

人口ビジョン・推計人口4.
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（1）土地利用基本方針

　役場周辺では、芸術文化、スポーツ、
公園等のさまざまな要素を有する総合拠
点が形成されるとともに、藤久保地区では、
「～集い・学び・育つ～　輝く未来創造拠
点」を基本理念とする藤久保地域拠点施
設の整備を進め、今後、賑わいや交流の
場の創出を図ります。また、農業遺産や
ガーデンツーリズム※の拠点となる農業セ
ンター、地域のコミュニティ機能や防災機
能を有する地域拠点も拡充し、連携を強化
していくことで、コンパクトで住みよいまち
づくりを進めます。

地域拠点の整備１

　東武東上線鶴瀬駅及びみずほ台駅を「東
の玄関口」として住民の通勤・通学、生活
交流等の出入口に、東京方面の利用が可
能な三芳スマートＩＣを「西の玄関口」とし
て、産業、観光交流等の出入口に位置づ
けて、２つの玄関口を活かしたまちづくり
を各分野で進めます。

町の２つの
玄関口の活用2

　良好な都市環境整備や企業の誘致・留
置のために、都市計画道路の整備、地区
計画の導入及び区域区分（市街化区域及
び市街化調整区域）、建築形態規制（建ぺ
い率・容積率等）等の見直しを図ります。

都市計画3

　住宅系、農業系、商業系、工業系、公
共・交流ゾーン、みどり共生産業ゾーン、
自然環境保全ゾーン、景観形成ゾーン、
拠点ゾーンを位置づけ、地域の魅力を未
来に継承する方向性のもと、良好な住環
境、自然環境、活発な経済活動環境等の
整備を進めます。

ゾーニング4

土地利用の方針5.

18



（2）土地利用区分 土地利用構想図は次ページです。

　住みよい良質な居住環境を整備し、人口減少社会に対応するための定住化を促進します。また、都市計画
道路等の道路整備を進めるとともに、潤いある街並みの形成に努めます。

住宅系（既成市街地区域）

　法的要件等の条件が整った段階において市街地の形成を検討していくため、適切な土地利用を図ります。

住宅系（将来検討区域）

　地域の特性に合わせた農業生産形態を支援し、地域ブランド化を進めます。歴史的資産を継承するとと
もに、低未利用地や遊休地を観光利用等に活用し、集落環境の持続的発展をめざします。

農業系

　日常生活サービスの充実等、住民の利便性を高めるため、消費生活を支える商業エリアの形成を促進し、
経済活動の活性化を図ります。

商業系

　企業の誘致・留置を積極的に図るエリアとして、土地区画整理事業による工業系土地利用の創出や工業
用地の集積を進める開発誘導を図ります。また、地域の雇用を創出し、住環境との共生を考慮したエリアの
形成に努めます。

工業系

　行政サービス、スポーツ・交流等の機能集積を活かした公共性の高い場としての環境整備を図ります。

公共・交流ゾーン

　三芳スマートＩＣを交通拠点とした産業誘致ゾーンとして、産業系施設の誘導を図ります。誘導にあたっ
ては、特に沿道を中心に植樹等による緑化を推進し、景観を形成します。

みどり共生産業ゾーン

　歴史や地域性を活かし、統一的で親しみやすい街並みの整備に努め、魅力ある地域イメージの形成を図
ります。

景観形成ゾーン

　各地域に中心となる地域拠点ゾーンを定め、地域特性を活かした整備を進めるとともに、コミュニティ機
能や防災機能等の拡充に努めます。また、総合拠点ゾーンでは、全町的利用施設が集中していることから、
各地域拠点ゾーンとの連携を強化します。

拠点ゾーン

　自然的・歴史的価値の高い平地林の保全に努めるとともに、景観的な特徴を残しながら、住民が親しめ
る森林空間の形成に努め、活用の場を創出します。

自然環境保全ゾーン
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三芳
スマートIC

至所沢市

至新潟県

至ふじみ野市

西の玄関口西の玄関口

住宅系（将来検討区域）

住宅系（既成市街地区域）

農業系

商業系

工業系

公共・交流ゾーン

景観形成ゾーン

広域幹線道路

県道

都市計画道路

主要幹線（町道）

自然環境保全ゾーン

みどり共生産業ゾーン
未来創造拠点ゾーン

(仮称)地域活性化
　　発信交流拠点

地域拠点ゾーン

総合拠点ゾーン

凡例

国道254号

関越自動車道
三芳
スマートIC

至所沢市

至新潟県

至ふじみ野市

（主）さいたま・
ふじみ野・所沢線

（主）さいたま・
ふじみ野・所沢線

西の玄関口西の玄関口

県道
さい
たま
・

ふじ
み野
・所
沢線

県道
さい
たま
・

ふじ
み野
・所
沢線

（3）土地利用構想図
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関
越
自
動
車
道

国道
463
号

国道254号

所沢インターチェンジ

鶴瀬駅

みずほ台駅

東武東上線

至富士見市

至新座市・東京都
至所沢市

至東京都

東の玄関口

県道
三芳
・富
士見
線
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魅力と
特性を活かす
まちづくり

共創の
まちづくり

　本計画では、３つの基本理念に
基づき設定した将来像を達成する
ため、ＬＷＣ指標を用いた分野別ビ
ジョンを設定し、住民のウェルビーイ
ングの向上を図るまちをめざします。

みんなと
つながる
共生のまち

　「第５次総合計画」におい
て推進してきた多様な主体
との協働によるまちづくりを
さらに進め、地域の課題解決
のため、地域・事業所・教育機
関等と連携した共創によるま
ちづくりを推進します。また、
2020年東京大会の経験を活
かしながら、多様性や個性を
認め合い、多くの住民がつな
がり支えあう共生社会の実
現をめざします。

誰もが
自分らしく
生きるまち

　経済が右肩上がりに成長
する時代からこころの成長が
重視される時代へと変化して
いくなかで、ライフステージ※

を通して、自分らしさをはぐく
み、発揮しながら活躍できる
社会づくりが重要となってい
ます。教育及び生涯学習の推
進、自己実現につながる居場
所や機会の確保等を通して、
誰もが自分らしく生きるまち
をめざします。

健康で
元気な笑顔が
あふれるまち

　ウェルビーイングなまち
づくりの実現に向けては、一
人ひとりが健康で元気に暮
らせることが不可欠です。多
様化する社会において、各世
代・個人の特性を重視しつ
つ、健康の増進、福祉の充実
により、子どもから高齢者ま
で笑顔があふれるまちをめ
ざします。

像将 来
分野別ビジョン6.
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持続可能な
まちづくり

安心して
便利に

暮らせるまち

　災害の激甚化への対応や、５Ｇ時
代及びその先にある６Ｇ通信の提供
に向けた基盤整備・デジタルデバイ
ド※対策、情報化社会において、安心
して暮らせるまちづくりに向けた課
題が変化しています。また、交通空白
地域解消に向けて、誰もが利用しや
すい公共交通機関に対する研究を進
めてきたところですが、今後において
も生活利便性や住環境の向上は重
要な取組となっています。こうした取
組について、ソフト・ハード両面から
対策を行うことで、安心して便利に
暮らせるまちをめざします。

豊かで
持続可能な
産業があるまち

　豊かな自然と首都近郊の利便
性が調和した環境のなかで農業
や観光、そして県内で昼夜間人口
比率が最も高く、多くの人が働き
に訪れるまちとして発展してきま
した。社会経済環境が急速に変
化するなかで、今後とも住民の暮
らしを支える産業づくりを行って
いくためには、緑豊かな町の個性
を守るとともに、イノベーション※

の促進やスマートＩＣのフル化を
きっかけとしたさらなる企業誘致
等、地域の特色を活かした産業
振興の推進を図ります。

ウェルビーイング

緑と文化のなかで
こころ豊かに
暮らせるまち

　平地林をはじめとする町
の緑や歴史・文化は、先人た
ちがはぐくみ伝えてきたもの
です。これらは、住民が緑に
ふれる場として、また地域の
つながりの場や、心のふるさ
ととして息づいています。地
球規模で環境問題が進行す
るなか、こうした緑や歴史・文
化を次世代へと守り、発展さ
せながら受け継いでいくこと
で、こころ豊かに暮らせるま
ちをめざします。
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